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主論文     
EBNA-2-deleted Epstein-Barr virus from P3HR-1 can infect rabbits with lower 
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審 査 結 果 の 要 旨 
 本研究は日本白ウサギを用いて、P3HR-1由来EBNA-2 遺伝子欠損株Epstein-Barrウイルス
(P3HR-1-EBV)投与による感染病態をプロトタイプEBV（B95-8-EBV）投与の感染と比較・検
討したものである。その結果、P3HR-1-EBVもウサギにEBVの溶解感染を惹起する能力はある
が、B95-8-EBVに比べて感染効率が低いことが判明した。その原因として、EBNA-2遺伝子欠
損株EBVではリンパ組織内で効率が低い感染経路しかとれないためと考えられた。本論文の
内容は、EBNA-2遺伝子のin vivoでのEBV感染病態に与える影響についてEBV感染ウサギモデ
ルを用いて初めて示唆したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
